
SML で TNTsim3D の飛行経路を作る

マイクロイメージ社は TNTsim3D V6.9 にフライトレ

コーダー機能を加えたサンプル SML スクリプト（反対

側のページ参照）を作りました。このスクリプトを実

行するとコントロールウィンドウが開き、シミュレー

ションで飛行中の飛行経路を記録したり、再生するこ

とができます。飛行機の位置はあとで再生するため

に、メモリーに数値の配列として記録されます。飛行

経路を新たに記録すると、メモリの中の前の飛行経

路は上書きされます。コントロールウィンドウを使っ

て再生の停止や一時停止、繰り返しなどの操作を行う

ことができます。また、現在の飛行経路はいつでもテ

キストファイルとして保存したり、前に保存した飛行

経路をメモリに読み込んで再生することが可能です。

フライトレコーダーのスクリプトの OnFrame 関数（メ

インの表示ウィンドウにフレームをレンダリングす

るごとに TNTsim3D が自動的に呼び出します）は、現

在のレコーダーのモードによってそれぞれ異なる動

作をするためのコードを含んでいます。記録モード

では、関数は現在の飛行機の位置と向きを取得し、

メモリーに格納します。再生モードでは、メモリー

からそのデータを読み込み、パラメータにセットし

て画面をレンダリングします。このスクリプトの残

りの大半は対話用ウィンドウのデザイン（XML）や、

それを開くためのコードであったり、このフライト

レコーダーのスクリプトのウィンドウ制御に関連す

るコールバック関数です。

サンプルスクリプトの smlrecorder.sml では、

現在の見ている人の位置や向きを求める方法や、

これらのパラメータを設定する方法について説

明しています。

●フライトレコーダースクリプトは
　www.microimages.com/freestuf/scripts.htm

●このスクリプトを含むサンプルの景観ファイルは
　www.microimages.com/products/tntsimLandscapeFiles.htm

からそれぞれダウンロードできます。

記録

［Loop］チェックボッ

クスにチェックを入

れると［Stop］ボタ

ンを押すまで再生を

繰り返します。

再生 一時停止

停止

飛行経路を記録・再生しているときは、記録

したフレームの全数と現在のフレームナン

バーが随時更新されて表示されます。

飛行経路を保存すると、各フレー

ムのデータはコンマで区切られ

たテキストファイルに文字列と

して書き込まれます。下の図は

飛行経路のサンプルファイルか

ら何行か抜粋したものです。フ

レームを決めるには、見ている人の 3 次元座標（X、Y、Z）と、向

きを記述する3つの角度（Pitch、Roll、Heading）の計6つのパラメー

タが必要です。（他の方法として、見ている人の座標、画面の中心

の座標および見ている人の回転角を使ってもフレームの設定をす

ることができます。）見る人の座標や、フレームの中心の水平位置

は、景観のデータの北西隅を原点（x=0、y=0）とし、メートル単

位で測ったものです。xは東の方向に正、yは南の方向に負です。
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